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前提 

 「一つの中国」 
 日中共同声明 2 項 
 日中平和友好条約 前文 

 中国による武力統一の選択肢 
 習近平国家主席 2022 年 22 月 16 日 
 国務院報道官 2024 年 1 月 17 日 

 
想定シナリオ 

 いろいろなもの 1が公表されているが、ここでは笹川平和財団報告書を用いる。講義

ではシナリオの妥当性・適切性は議論しない。そこに示された事態が仮に発生したとし

て、どういう法的問題が生じるかを議論する。 
 
 米軍の反撃（同報告書 14 頁） 

 集団的自衛権（国連憲章 51 条？・慣習法 2？）の行使として正当化できるか 
 「台湾人民」の自決権行使への支援として正当化できるか 

 友好関係原則宣言（国連総会決議 2625 (XXV)）自決権章第 5 段 
“In their actions against, and resistance to, such forcible action in pursuit of the 
exercise of their right to self-determination, such peoples are entitled to seek 
and to receive support in accordance with the purposes and principles of the 
Charter.” 

 
 日本の対応 

 国内法上の問題 
 「重要影響事態」の認定（13 頁） 

 重要影響事態安全確保法 
 認定の要件 充足しているか 
 認定したら何ができるようになるのか 

 「存立危機事態」の認定（13 頁） 
 事態対処法 

 認定の要件 充足しているか 
 認定したら何ができるようになるのか 

 

 
1 森本敏・小原凡司（編）『台湾有事のシナリオ』（ミネルヴァ書房、2023 年）第 2 章、峯村賢

二「台湾有事シミュレーション」（キャノングローバル戦略研究所、2023 年）、佐橋亮「台湾海

峡危機シナリオ」（日本国際問題研究所、2017 年）など。 

2 Military and Paramilitary Activities in and against Nicaragua (Nicaragua v. United States), Judgment 
of 27 June 1986, I.C.J. Reports 1986, p. 14, p. 94, para. 176. 日本語解説は各種判例集を参照。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/nc_seimei.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/nc_heiwa.html
https://jp.reuters.com/article/idUSKBN2RC01R/
https://jp.reuters.com/markets/japan/funds/ZXNHBBMHCRPK5ETZEQK37F35VQ-2024-01-17/
https://www.spf.org/security/publications/20240329.html
https://www.un.org/en/about-us/un-charter/full-text
https://undocs.org/A/RES/2625(XXV)
http://www.clearing.mod.go.jp/hakusho_data/2023/html/n260202000.html
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=411AC0000000060_20210901_503AC0000000036
http://www.clearing.mod.go.jp/hakusho_data/2023/html/n260201000.html
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=415AC0000000079
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB08548419
https://cigs.canon/article/20231002_7682.html
https://www.jiia.or.jp/pdf/research/H28_Security_Policy/
https://www.jiia.or.jp/pdf/research/H28_Security_Policy/
https://www.icj-cij.org/case/70/judgments
https://www.icj-cij.org/case/70/judgments
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 国際法上の問題 

 「米軍が日本国内の基地から戦闘行為を行うことに同意」「基地の使用

許可、……民間空港……の軍事利用を許可」（13-14 頁） 
 侵略の定義（国連総会決議 3314 (XXIX)）3 条(f) 

 
 上記シナリオにない論点 自国民保護 

 台湾在留日本人 21,102 人（3 か月未満滞在者除く） 

 自衛隊機・艦船による退去支援活動に台湾政府が同意し、中国政府

が同意しない場合、どのような法的問題が生じるか。そして、それ

にどのように対応すべきか。 
 
 
 上記各論点について自己の考えをまとめてくること。その際、予想される反論への反

論も考えてくること。 
 

以上 
 
 
 
 

https://undocs.org/A/RES/3314(XXIX)
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100436737.pdf

